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『精を磨きて、難に挑む』

新年のご挨拶

新年明けましておめでとうございます。
　社団法人萩青年会議所は本年 50 周年を迎えます。 50 年という節目の年に、 第 51 代理事長を仰せつかりまし
た。 新年を向かえ、 期待に胸を膨らますとともに使命の大きさを感じております。 萩 J C の伝統をしっかりと
受け継ぎさらに飛躍したいと考えます。 
　最近の悲惨なニュースを見るたびに、 この歪んだ状況に心が痛みます。 子供たちが、 自らの生命を簡単に放棄
している現状を我々大人がどうかしてやらなければなりません。 我々はみんなの心のよりどころになるような
地域社会を築かなくてはなりません。 子供達には、 地域や家族に自分達が守られているのだという安心感や温も
りを与え、 我々が活動する地域に住むことの誇りや先祖を敬う気持ちを育成していきたい。 地域や家族とのつな
がりを大切にし、 他人を思いやる美しいこころを芽生えさせて、 損得を超える価値を醸成しましょう。 そのため
に今、 地域や子供たちや大人たちに伝えなければならないことを、 心をこめてしっかりと伝えていきたいと考え
ます。 子を持つ親の世代の代表として、 我々の勇気がみんなに伝播するように行動していきます。 
　ＪＣがさらにまちを牽引しなければならない時代になります。 時代の流れの中で、 今さらに J C がなくてはな
らない存在になっていると感じます。 『明るい豊かな社会の実現』 のために、 私たちの住んでいる地域の活性化
を推進していかなくてはなりません。 我々の子孫が、 生き生きと暮らしていく未来の創造のために、 そして世代
を超えて、 わがまち萩に住む人々が、 希望と誇りを持って生活できる特色のあるまちづくりを推進していくため
に、 J C 運動を展開します。 昨年の 『大義伝承』 を受け継いだ我々の意識をさらに高揚させて、 萩 J C メンバーの
心を一つにして萩 J C の魂を未来につなげたいと考えます。 

　本年度のスローガンを 『創生』 ～魂がふるえるとき、 時代は動く～とさせていただきました。
かつて先人たちが自分たちの故郷は自分たちで守らなければという意識を強く芽生えさせたときのように、 時代
を動かそうとする志を、 ふるえあがる魂を呼び戻すために、 50 年間脈々と受け継がれている萩 J C の魂をメン
バー全員で継承していきます。 我々の目指す方向へ全員が一致団結して進んでいくことで、 次なる 100 周年に
向けての一歩を踏み出したいと考えます。 我々の活動にご理解とご支援を賜りますようよろしくお願い申し上
げまして、 新年の挨拶とさせていただきます。 

第 51代理事長

杉 山 芳 文
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　新年明けましておめでとうございます。 
　昨年は皆様のご協力のおかげをもちまして、 理事長という大役を無事に終えることが出来ま
した。 心よりお礼申し上げます。 本年度は直前理事長という立場で杉山理事長のもと、 萩青
年会議所の 50 周年の節目の年を精一杯、 努めてまいります。 本年もよろしくお願いします。

　新年明けましておめでとうございます。 
　昨年中は社会開発委員長として皆様方には多大なるご協力ご支援をいただき誠にありがと
うございました。 本年は杉山理事長の掲げる 「創生 ～魂がふるえるとき時代は動く～」 のス
ローガンのもと、 専務理事という大役を賜り大変身が引き締まる思いでございます。 また本
年は （社） 萩青年会議所創立 50 周年の記念すべき年でございます。 微力非才の身ではござい
ますが一意専心職務に精励いたす所存でございますので、 何卒皆様方のご指導ご支援を賜りま
すようお願い申し上げます。

　新年明けましておめでとうございます。 
　昨年中は総務情報委員会委員長として、 メンバー始め OB の皆様方には多大なるご支援を賜
り誠にありがとうございました。 お陰をもちまして、 小橋直前理事長の下、 新年宴会にはじま
り、 先般行われた卒会式では 4 名の卒会者の皆様を無事お送りすることができました。 本年、 
杉山理事長のもと、 50 周年という節目の年を副理事長という過分な役職を拝命し、 微力なが
らも縁の下を支えさせて頂く所存でございます。 若輩者ではございますが、 今後ともご指導
ご鞭撻を賜りますよう、 よろしくお願い申し上げます。

　新年あけましておめでとうございます。 本年度萩青年会議所創立 50 周年という節目の年
に杉山理事長の 「創生 ～魂がふるえるとき、 時代は動く～」 のスロ－ガンの下、 事業担当副理
事長として社会開発委員会、 事業推進委員会の 2 委員会を担当させていただく事となり大変
光栄に思うとともに責任の重大さを感じております。 節目の年の事業の全てが無事に遂行で
きますように、 微力ではありますが精一杯尽力してまいりますので、 皆様のご指導ご鞭撻のほ
どよろしくお願い申し上げます。

　新年あけましておめでとうございます。 本年、 （社） 萩青年会議所創立 50 周年の節目の年
を迎えます。 この記念すべき年に総務情報委員長という活躍の場を仰せつかり、 責任の重さ
と感謝の気持ちでいっぱいです。 
　委員会スローガン 「CUSTOMER SATISFACTION」 のもと皆様に少しでも満足していただけ
るよう、 そして次なる 100 周年に向けていいスタートが出来るよう委員会メンバー一同がん
ばりますので一年間どうぞよろしくおねがいいたします。

　2007 年に思う
　" 幹を見ずして、 枝葉で判断する " そんな人間にはなるな。 父の教えです。 
JC という組織、JC の仲間、 私は JC をもっと内側から滲み出るような素晴らしいオーラを放
つ団体にならないかなと、 常々思っております。 我々仲間内では充分に理解していることも、 
外部から見たらどうなんだろう？我々の活動は地域活性化といっているが、 我々のマスター
ベーションに終わっていないか？いつも自問自答しております。 私は今年が、 卒会の年であ
り 50 周年の年です。 先輩方が作った 50 年という重みを感じ、 私自身がその世界へ飛び込も
うとしている狭間である今、 後輩のために私が唯一出来ることそれは、 本質を見抜き、 その本
質のもと、 自分を曲げず信じて貫き行動すること、 ただ一つ。

小 橋 正 伸

専務理事

豊 田 善 隆

会務担当副理事長

植 野 暢 之

事業担当副理事長

岸 田 繁 樹

総務情報委員会委員長

岩 田 憲 二

会員指導力拡大員会委員長

小 崎　 忍
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郷 田 孝 志

事業推進委員会委員長

波多野俊裕

50周年実行委員会委員長

山縣賢一郎

監　事

河 村 隆 之

監　事

田 村 昌 彦

事務局長

幸島賢二朗

　新年あけましておめでとうございます。昨年は、会員交流委員会を担当させていただき、
皆様方には多くの事業にご参加して頂いた事を心より感謝申し上げます。本年は、 私自身に
とっても JC 活動ラストの年になります。そんな年に社会開発委員会の委員長を務めさせて頂
くこととなり、非常に身の引き締まる思いでおります。
　社会開発の事業といえば多方面にわたり事業を考えることが出来るとは思いますが、わが
町に少しでも活気を見出せる様な事業を展開できればと思っております。
　若輩者の私ではございますが、委員会のスローガン "FULL THROTTLE" ～全力疾走～のご
とく委員会メンバー一丸となって JC 最後の年を突っ走っていきたいと思っておりますので、
どうぞ皆様 1 年間よろしくお願い致します。

　新年、明けましておめでとうございます。本年度、事業推進委員会委員長を務めさせてい
ただきます。( 社 ) 萩青年会議所 50 周年という節目の大切な年に理事に選んでいただき責任
を痛感するとともに、光栄に思っております。私は初理事でもあり、不備な点も多々あるか
もしれませんが、委員会メンバー一同と共に全力で頑張っていくつもりです。 
　また、今年も当委員会は「創生」のスローガンの下、「のんた大提灯パレード」運営並びに
もう 1 つ事業展開をしていく所存です。そして萩 ･ 阿武に在住の方々と連携し、事業成功に
向けて邁進していきます。どうぞ今年１年間ご指導の程、宜しくお願い致します。

明けましておめでとうございます。本年度 50 周年実行委員会委員長をつとめさせていただき
ます山縣賢一郎です。

「創生～魂がふるえるとき、時代は動く～」のスローガンの下、( 社 ) 萩青年会議所は 1957 年 ( 昭
和 32 年 )3 月 18 日創立、同 5 月 15 日に認承されてから今年で 50 周年を迎えます。
　我々現役会員は、過去の偉大な先輩方の功績の下、この 50 年目の節目の年を現役会員とし
て迎えられることに感謝するとともに、新たなスタートとして今後の ( 社 ) 萩青年会議所の将
来を考え、次の 50 年を歩み出す心構えを持たなければならないと感じております。
　創立 50 周年の記念式典・祝賀会等、一年間現役会員一丸となって誠心誠意つとめさせてい
ただきますので諸先輩方の暖かいご指導ご鞭撻をよろしくお願い申し上げます。

　本年度、杉山理事長のもと監事を務めさせていただきます河村でございます。非常に難し
い役職であると同時に責任の重さを日々実感するところであります。ある時はメンバーとと
もに一生懸命に、また楽しく、またある時は一歩引いて、本団体を見ることができる一年に
したく思っております。どうぞ宜しくお願い致します。

　新年明けましておめでとうございます。
　昨年は小橋理事長のもと専務理事として皆様のご協力をもちまして無事一年間を終えるこ
とが出来ました。本当にありがとうございました。
　本年度は、監事という重大な役職をいただき委員長や専務理事とまた違った、大変な緊張
感を感じております。私もＪＣに入会して 10 年がたちましが、今まで自分が多くの先輩方か
ら学んだことや自分自身経験したことを本年度、メンバーに伝えていければと思っておりま
す。どうぞ、本年一年よろしくお願い致します。

　新年明けましておめでとうございます。本年度、事務局長を務めさせていただきます幸島
賢二朗です。昨年度は山口ブロック副会長幹事として出向させていただき多くの経験を学ば
せていただきました。大変ありがとうございました。
　今年一年は豊田善隆専務理事と連携をとりながら事務局長という大役を一生懸命全うして
いきたいと思います。今年一年が自分にとって充実した一年であるようにがんばっていきま
す。どうぞよろしくおねがいします。
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　12 月度第２例会のリーダーを担当させていただきました、総務
情報委員会の金　史一です。2006 年度の最後の例会でしたので、
始まりから終わりの卒会式まで緊張感が高いまま終了することが
できました。私は来年の２月より韓国への長期留学を計画してお
り、2006 年 12 月をもって一旦 ( 社 ) 萩青年会議所を退会いたし
ました。50 周年という節目の年に皆様と共に活動できないので本
当に残念であります。しかし、今出来ることは今するべきという信
念のもと、自分自身も皆様に負けないよう頑張っていきたいと思い
ます。日本に戻ってきたら再度入会させていただき、その時はまた
皆さんとともに活動していきたいと考えております。入会から２年
と半年という短い間でしたが、会員の皆様には大変お世話になりま
した。50 周年記念式典並びに今年のすべての事業が成功すること
をお祈りいたします。有難うございました。

2006 年度　総務情報委員会委員　金　史一

2007年度 (社) 萩青年会議所出向者名簿

山口ブロック協議会出向

12 月度第一例会12 月度第一例会

2006 年度『サンタ良い子の訪問・家族会』
　去る 12 月 24 日 ( 日 ) クリスマス・イブの夜　2006 年度、最終事業と
なる 『サンタ良い子の訪問』を開催致しました。小橋理事長と卒会生４名が
サンタクロースに扮装し会員・OB の各お宅を訪問しました。　子供たちは

「あっサンタさんだ、サンタが来た」と大喜び、サンタさんから子供たちに
プレゼントを手渡されると笑顔で「ありがとう」と心から喜んでもらうこ
とができ、子供たちに夢と感動を与える素晴らしい事業ができたのではな
いかと思っています。また、平行しての『家族会』では、日頃から会員を
支えていただいているご家族の皆様に対し感謝の気持ちと楽しんでいただ
くことを目的として、会員交流委員会メンバー手作りの輪投げをイルミネー
ション等で華やかに飾り付けた「クリスマス輪投げゲーム」を行い景品ゲッ
トしていただきました。みんなゲームに積極的に参加され多いに楽しんで
いただいたように感じました。当日、温かく迎えていただいたご家族の皆
様に感謝申し上げます。
　最後に小橋理事長はじめ卒会生４名の皆様並びにご協力いただきました
メンバーの皆様、 本当にお疲れ様でした。

会員交流委員会副委員長　長岡　智之
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日時：平成 18 年 12 月 12 日 ( 火 )　場所：萩本陣

　萩本陣・萩の間にて、阿川仁海君、大中隆義君、野坂和左君、村本和三君の 4
名に奥様方をお迎えし、卒会式が執り行われました。濃い面々をお祝いすべく
35 名からの先輩方が駆けつけてくださり、涙あり笑顔ありの盛大なものとなり
ました。会も進み、小橋理事長より、杉山新理事長への理事長バッチ交換、新
理事役員の紹介・挨拶と恙無く終わり、忘年会では、シニアクラブ会長梶山豊
先輩の御発声にて杯が高らかに上げられました。山縣実行委員長を先頭に、現
役全員からの 50 周年 PR。余興では、懺悔文で皆お腹を抱えて笑わせて頂きま
した。
　最後は大嶋宏史先輩のお声で締めて頂き、滞りなく閉会を向かえる事ができ
ました。恒例の二次会は紙面でお書きすることができませんので、新年宴会に
て現役にお尋ねください。郷田会員交流委員会委員長以下、内容の濃いもので
あったことはご報告いたします。卒会式・忘年会は、私ども総務情報委員会最
後の仕事と精一杯の設営をさせていただきましたが行き届かぬ面も多々あった
ことと存じます。JC の友情と先輩方の温かいお心にてお許し頂ければ幸いです。
卒会者の皆様おめでとうございました。最後に、小橋正伸理事長、一年間本当
にお疲れさまでした。

2006 年度　総務情報委員会委員長　植野　暢之



褒　章

小橋　正伸君  ２回目
田村　昌彦君  ６回目
岸田　繁樹君 ３年連続 ６回目
杉山　芳文君 ８年連続 ８回目
波多野俊裕君 ６年連続 ６回目
植野　暢之君 ５年連続 ５回目
槇垰　守貢君 ６年連続 ６回目
郷田　孝志君 ３年連続 ３回目
幸島賢二朗君  １回目
小林　正治君  １回目
馬場　一真君  １回目
玉村　信一君  １回目
波多野慎一君  １回目

大谷　幹二君 ４年連続 ５回目
岡崎　考浩君  ２回目
村川あかね君  １回目
増山　真吾君 ２年連続 ６回目
烏田将太朗君  １回目
岡田　勝行君  １回目
末武ちどり君  ５回目

 『優秀委員会賞賞』 

	 事業推進委員会

 『３分間スピーチ優秀賞』 

	 末武ちどり君
	 村川あかね君
	 吉武　要一君

『出席優秀会員』

同 好 会 報 告

てるてる坊主

ブロック研究会

じゃがいも

ＪＣダイナマイツ

雪山クラブ

　新年明けましておめでとうございます。本年度、萩 JC ダイナマイツの監督をさせてい
ただきます。萩 JC 会員一丸となり優勝旗を奪還し、その勢いで創立 50 周年を多いに盛り
上げてまいります。一年間よろしくお願い致します。

　新年、明けましておめでとう御座います。2007 年度同好会 ' じゃがいも , 幹事を務
めさせて頂く事になりました小林正治です。何分不慣れな点も多々ありますが、幹事と
して一人でも多くの OB の先輩方・現役メンバーに出席して頂き、明るく・楽しく皆様
方と杉山理事長を盛り上げて参りたいと思いますので、今年１年間宜しくお願い申し上
げます。

　新年明けましておめでとうございます。
2007 年ブロック研究会の幹事をさせていただきます波多野慎一と申します。50 周年とい
う節目の年に幹事を任していただいて身の引き締まる思いです。OB の皆様方と現役会員
の交流の場を盛り上げられるように努めたいと思っております。不慣れな点も多々あるか
と思いますが、今年一年よろしくお願いします。

　今年もバイクツーリング同好会てるてる坊主の幹事を務めさせていただきます山縣
賢一郎です。昨年は活動することができず、大変申し訳なく思っております。今年は
その反動の勢いを持って活動していきたいと思っております。50 周年記念大ツーリン
グ企画中！！

　新年明けましておめでとうございます。今年も雪山の季節がやってまいりました。日ご
ろの鬱憤を雪山で今年も共に晴らしませんか？
　多くの参加お待ちしております。

　50 周年という節目の年に JC ニュースを担当させていただきます。今年一年しっかりと活動し、100 周
年に向けた活動記録として歴史に残る記事が出来るように、満足のいくニュースを残していきたいと思い
ますので総務情報委員会一同、魂をふるわせてがんばりますのでご指導のほどよろしくお願いいたします。

編集後記

監督　長岡　智之

監督　小林　正治

監督　波多野慎一

監督　山縣賢一郎

監督　幸島賢二朗




